
 

 
 

次回の開催は１０月です。 
 

   日時及び内容等につきましては、後日お知らせします。 

 

     まだまだ厳しい暑さ続きます「最大級の警戒を」 
 

     “連日熱中症警戒アラート発令中“              

  ８月及び９月のサロンは、 

        夏祭及び敬老会等の諸行事のためお休みさせていただきます。 
 

「スイカを食べて、この暑さをぶっ飛ばそう」   

                      サロンのご報告 

 ７月２４日（木）に「スイカを食べて、この暑さをぶっ飛

ばそう」 サロンが開催され、この暑い中、皆さんスイ

カを食べてクールダウン、スイカを手土産に涼しそうに

帰られました。 

 スイカを食べる前には、最近のコンサート（ライブ）事

情をライブ映像とともに紹介し、少しは知ることがで

き、孫と話が分かり合えればと思います。ちょとだけの

映像に驚くやらで楽しいいひと時でした。 

 また、「落雷から身を守る」について、勉強しました。参加者の中には、車で落雷にあった経

験をお持ちの方がおられ、意義のある勉強会でした。 

 

「のぞみが丘敬老会」開催 
日時：9月13日（土） 午前11:00より 

 場所：灰塚コミュニティセンター・研修室 

詳細は、8月10日頃配布の招待状をご覧ください。 

       よりんさいを開催します 
8月の「よりんさい」では[風船バレー・ビンゴゲーム」を予定しています。 

皆さん一緒に楽しみませんか。ちょっとした景品も用意しています。 

参加自由なのでぜひお越しくださいませ。夏休みなので、子供たちも大歓迎です。 

 

    日時：8月22日（金） 10：00～11：00   

    場所：灰塚コミュニティーセンター ホール 

の ぞ み 苑 便 り 

 

令和7年8月12日発行（次回9月10日予定）     編集発行：のぞみが丘運営協議会広報部 

 のぞみが丘盆踊り 
（8月14日 19時スタート） 

“アスパラ・ピオーネ・お米・カープチケット”が当たる抽選会 

抽選券 18:30～配布（準備枚数がなくなり次第配布終了） 

盆踊りに備えてコミセン周辺環境整備及び第3回アダプト活動（8月3日) 
 8月14日に行われる「のぞみが丘盆踊り」に備え、コミュニティセンター周辺の草刈り及

び環境整備が行われました。 

 続けてアダプト活動が行われ、今回の参加者は65名でした。 

 次回（第4回)は10月１９日の予定です。 

盆踊り練習 
8月6日に盆踊りの練習が行なわれ、約20名の参加がありました。 

8月14日当日は、みんなで踊りましょう！ 



 

のぞみが丘霊園組合総会及び霊園清掃・草刈りが行われました。 
 ７月27日（日）10:30より灰塚コミュニティセンター研修室にて総会が行われました。 

 組合員101名の中、参加人数 出席者21名、委任状63

名の合計84名で総会は成立し、賛成多数により第１号・第

2号議案は可決しました。 

 

 霊園清掃・草刈り活動も、朝7時より暑い中、参加組合員

により無事行われました。 

８月２日(土)に、三良坂民俗資料館・木工室にて木工教室が開催されました。 

２家族・７名の参加があり、本立て・貯金箱・パズル等を作りました。糸のこぎりやくぎを打つ等慣れ

ない作業に悪戦苦闘しながらも、満足する作品が出来上がりました。 

 毎週土曜日 ９時３０分～１１時まで、民俗資料館・木工室を開放

しています。 

 木工作品制作に詳しい方がおられますので、材料を準備して行

けば作成できます。 

 相談にものっていただけます。 

 興味のある方

は、気軽に覗いて 

みてください。 

図案を考え中！ 

貯金箱を作りました 

糸のこぎりを使用して、 

テトリス風パズルを作成中！ 

■広報はいづか第242号(7月号) 訂正 
 三良坂町のぞみが丘ポンプ場 記事内 

・法人はいづか会長、副会長ではなく組合長、副組合長です。 

・ポンプ場の管理は、のぞみが丘水利組合です。 

広報部よりお知らせ 
●開村30周年記念の写真募集！ 

 右のQRコードを使っても送信できます！ 
カメラでQRコードを読み取り、「LINEを使用」を選択、 

運営協議会のLINEに登録し、写真を送ってください。 

※お名前がわかるようにお願いします。 

※わからないときは、事務局まで連絡ください。 

■木村家の藁屋根について報告 
 5月13日に藁屋根をビニールシートで覆う修繕作業が行われています。 

 締切まで、2か月を切りました。 

染織室便り 
6月7月は計3回のワークショップがありました。 
①6/29は、裂き織りの2回目。縦糸を2色に分けて織る方法で 

 織りあがった布では小さな針山を作る予定です。 

 

②７/27,以前より希望があり、秋から保存していた栗のイガで、 

大きな布や糸などを染めました。たっぷりと量があったので温かなほっくりした深い色に満

足顔でした。又、自宅で育てた藍を刈り取り持参されて、生葉染めでシルクコットンのス

トールなどを染めました。この時期にしか染められない楽しみな藍の生葉染めです。 

 

 

 

 

 

 

③7/29この日は、三次町から初めての方が参加されて、藍の生葉染めをされました。 

 生葉を絞った緑の染液の中で、布を揺らすとみるみる布が青く変化する様子は何年やっても

感動する瞬間です。 

QRコード 


